
～ 令和６年　８月　９日

（対象者数） 14 （回答者数） 12

～ 令和６年　８月　１７日

（対象者数） 6 （回答者数） 5

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

現在は、さらに内容を発展させ、集団プログラムの中で、子

どもたち一人ひとりの課題やそれに対しての目標を設定した

うえで集団の中で個々の課題にスポットを当てたサポート体

制を増やしています。

2

安全意識をどれだけ高めても、ヒヤリハットは発生します。

ヒヤリハットに対して迅速に社内周知・改善案を出し合い、

事故や重大なケガが発生しうる前段階の行動から従業員に注

意指導をするなど、安全への意識を徹底しています。

3

子どもたちにとって「できること・できないこと」は何か？

それが「子どものためになるのか」、子どもたち自身の気持

ちと保護者にとっての「こうなってほしい」要望など色々な

面でバランスを取りながら、スタッフ一人ひとりがしっかり

考えて子どもたちと関わりを持てるように丁寧な指導を行う

ようにしていきます。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

事業所の方針として、そこまで広いスペースは必要ないが、

結果的に保護者も一緒に参加する企画が開催できないため、

今後保護者も参加したり、保護者同士の交流ができるイベン

トを屋外活動等で開催するなどの工夫をしていく。

2

スタッフ体制が整いつつある中で、業務継続計画や安全計画

の作成と合わせて、役員・施設長・主任等で緊急時等の対応

やルールを再度話し合い、マニュアルとして周知できるよう

に進めます。

3

現在スタッフの教育指導に力を入れています。特にリーダー

職として必要なスキルや業務に関する教育の機会を増やして

います。

保護者の対応や営業、スタッフへの指導法やトラブル対応な

どを外部の研修だけでなく、社内研修を通してレクチャーを

するように進めています。

集団プログラムのレパートリーと内容の濃さ

①集団プログラムについては、同じ内容のものが同一月に無い

ように、日替わりで作成をしている。

②集団プログラムを行うにあたって、必ず企画内容及び流れや

スタッフの配置を細かく記入したプログラム企画表を毎日作成

配布しており、それをもとに集団プログラムを実施している。

徹底した安全意識

①重大な事故やケガを防ぐために、スタッフの安全意識の向上

を図っています。

②スタッフに大きな負担がないように、スタッフ体制をかなり

手厚くしています。常勤５人体制・スタッフ１日６～７人の体

制により、子どもたちにマンツーマンに近い支援を提供してい

ます。

子どもたちに向き合う姿勢

何かを注意するときも、できる限り子どもと同じ目線で顔を合

わせ、質問を繰り返しながら子どもたち自身がなぜダメなのか

を考えられるように支援しています。

また、子どもたちができることはすべて子どもたち自身ででき

るようにしています。送迎等でもたとえ時間がかかってもカバ

ンを持ったり、抱っこをしたり、くつをスタッフが履かせるこ

とは一切しません。

特定のスタッフに様々な業務が集中しすぎるなどスタッフ間の

業務量に差が見られる

スタッフ間での経験の差が大きく、特に管理職（施設長）の人

材不足が顕著であること。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

事業所のスペースが広くないため、子どもたちが10人いると

手狭に感じる。またそのため保護者も一緒に参加するイベント

や企画の開催が難しい。

もともとメインで取り組む内容が集団療育で、保育所の１クラ

スの教室くらいのスペースで集団生活上の課題にスポットを当

てた療育を行うため、広いスペースは想定をしていないことが

要因だと思います。

事故防止や緊急時対応時、防犯、感染症対応等を事業所でルー

ルや基準を定めてはいるが、一部マニュアルとして明文化がで

きていない

マニュアルを作成する時間の確保が一番の課題です。また、ま

だオープンして２年で、緊急時等に適切な対応をする体制の整

備を最優先に実施したことが要因だと思います。

令和６年　８月　１日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和６年　９月　２７日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 きっずサポートえみ

○保護者評価実施期間
令和６年　７月　１０日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表



きっずサポートえみ(児発)
公表日 　　　　2024年　10月　1日

利用児童数 14名 回収数 12名

チェック項目 はい
どちらとも

いえない
いいえ わからない ご意見

1
こどもの活動等のスペースが十分に確保されていると思いま

すか。
7 4 1

・限られたスペースを有効活用する工夫はされていると思う

・もう少し走れるスペースがあるとよい

・10人いると手狭感が出てきたと思う

2 職員の配置数は適切であると思いますか。 10 1 1

・言語聴覚士が配置されればなお良いと思います

3

生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっ

ていると思いますか。また、事業所の設備等は、障害特性に

応じて、バリアフリー化や情報伝達等への配慮が適切になさ

れていると思いますか。

10 1 1

4

生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっていると

思いますか。また、こども達の活動に合わせた空間となって

いると思いますか。

12

5
こどものことを十分に理解し、こどもの特性等に応じた専門

性のある支援が受けられていると思いますか。 
12

6
事業所が公表している支援プログラムは、事業所の提供する

支援内容と合っていると思いますか 。
12

7

こどものことを十分理解し、こどもと保護者のニーズや課題

が客観的に分析された上で、児童発達支援計画（個別支援計

画）が作成されていると思いますか。

12

8

児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドラインの「児童

発達支援の提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支

援」、「移行支援 」で示す支援内容からこどもの支援に必要

な項目が適切に選択され、その上で、具体的な支援内容が設

定されていると思いますか。

10 1 1

9
児童発達支援計画に沿った支援が行われていると思います

か。
12

10
事業所の活動プログラムが固定化されないよう工夫されてい

ると思いますか。
12

11
保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、その他地域で

他のこどもと活動する機会がありますか。
1 3 1 7

12
事業所を利用する際に、運営規程、支援プログラム、利用者

負担等について丁寧な説明がありましたか。
12

13
「児童発達支援計画」を示しながら、支援内容の説明がなさ

れましたか。
10 2

14

事業所では、家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・

トレーニング等)や家族等も参加できる研修会や情報提供の機

会等が行われていますか。

5 4 2 1

・親子参加できる行事が増えたらよいと思います。

15
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの健康や

発達の状況について共通理解ができていると思いますか。
10 2

16
定期的に、面談や子育てに関する助言等の支援が行われてい

ますか。
7 5

・親のほうがなかなか面談を利用できておらず、申し訳ありません。

保

護

者

へ

の

説

明

等

・事業所内外での出来事を問わず、目にしたケガやあざ、体調の

変化はその場で上司が目視したうえで、保護者の皆様に写真とと

もに共有をさせていただいています。

・体制を整えて定期面談の機会を増やしていきます。

・できる限り疑問点や不明なことがないように丁寧に説明させて

いただいています。もし、わからない部分があれば調べた上でお

答えをさせていただいています。

・今後、より個別支援計画を丁寧に説明するために、保護者面談

時に時間を作ったり、送迎時に個別支援計画の補足を丁寧にでき

るように環境を整えていきます。

・事業所内ではスペースの関係で限られた人数しか対応ができな

いため、今後別の場所を借りて行うイベントにて親子参加ができ

る内容を増やしていきたいと思います。

環

境

・

体

制

整

備

適

切

な

支

援

の

提

供

事業所名

ご意見を踏まえた対応

・建物の構造上、難しい部分もありますが、様々な工夫をしなが

ら、お子さんたちがのびのびと活動できるスペースを確保できる

ようにします。

・お子さんによっては言語訓練の必要性高い子もいます。言語聴

覚士の配置も検討し、体制を整えていきます。

・子どもの年齢や発達段階、障害特性に応じて見通しを立てやす

いように流れボードやイラストを取り入れています。また、子ど

もたち自身が自分の特性を理解し、必要な情報を得ていく力や誰

かに聞く、助けを求める力を培っていくために不親切な部分もあ

りますが、配慮と子どもたちの持つ力のバランスを取りながら対

応をしています。

・朝と夕方の２回清掃を行っていますが、業務時間の関係で細か

い部分までは取り掛かれていないため、5Sの意識を職員一人一人

が持ち、清潔な環境を維持できるようにします。

・普段の清掃とは別に定期的に大掃除を取り入れて細かな部分の

清掃をします。

・障害特性のみに捉われす、子どもたち一人ひとりの性格や家庭

環境、生育歴も踏まえて、オーダーメイドの支援を考え、提供を

しています。

・支援プログラムはホームページにて公表しています。支援プロ

グラムに沿った支援を心がけていますが、子どもによっては、支

援プログラムにこだわらず、その子に合った支援を行うこともあ

ります。

・個別支援計画の作成時に、全職員から該当児の課題やニーズを

ヒアリングしており、様々な視点をもとに個別支援計画を作成す

る意識を高めています。

・個別支援計画はお子さんの課題を踏まえ、できる限り保護者が

分かりやすく、イメージしやすいように作成をしています。

・個別支援計画における課題・目標を基に日々の療育プログラム

において、参加児童一人ひとりに達成目標を設定しています。

・曜日固定で利用されているお子さんや毎日利用するお子さんが

同じ内容で飽きないように、日々の活動プログラムは同じ内容を

行うことはありません。同じテーマになりやすいもの（リズム遊

びや公園遊び）も内容は前回と異なる内容を作るルールをとって

います。

・日程、時間や立地の関係もあり、保育所等との交流を図ること

が難しい部分がありますが、イベントや屋外活動の機会を利用し

て地域や他の園の子どもとの交流を図っていきます。

保護者等からの事業所評価の集計結果公表



17 事業所の職員から共感的に支援をされていると思いますか。 10 2

18

父母の会の活動の支援や、保護者会等の開催等により、保護

者同士の交流の機会が設けられるなど、家族への支援がされ

ているか。また、きょうだい向けのイベントの開催等によ

り、きょうだい同士の交流の機会が設けられるなど、きょう

だいへの支援がされていますか。

1 3 5 3

・保護者同士の関わりはほとんどないです

19

こどもや家族からの相談や申入れについて、対応の体制が整

備されているとともに、こどもや保護者に対してそのような

場があることについて周知・説明され、相談や申入れをした

際に迅速かつ適切に対応されていますか。

10 1 1

20
こどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮がな

されていると思いますか。
12

21

定期的に通信やホームページ・SNS等で、活動概要や行事予

定、連絡体制等の情報や業務に関する自己評価の結果をこど

もや保護者に対して発信されていますか。

7 4 1

・写真をデータでいただいています。

22 個人情報の取扱いに十分に留意されていると思いますか。 12

23

事業所では、事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、

防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等が策定され、保護

者に周知・説明されていますか。また、発生を想定した訓練

が実施されていますか。

8 1 3

・地震等で通信障害になったときにどう対応するのか、どこに迎えに行くのか

などのルールを決めてほしいです。

24
事業所では、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出そ

の他必要な訓練が行われていますか。
10 1 1

25

事業所より、こどもの安全を確保するための計画について周

知される等、安全の確保が十分に行われた上で支援が行われ

ていると思いますか 。

11 1

26

事故等（怪我等を含む。）が発生した際に、事業所から速や

かな連絡や事故が発生した際の状況等について説明がされて

いると思いますか。

12

27 こどもは安心感をもって通所していますか 。 12

28 こどもは通所を楽しみにしていますか。 11 1

・はりきっていく日もあるし、そうでない日もあるのでわからないです。

・いつもありがとうございます。子どもも通うのを楽しみにしています。

29 事業所の支援に満足していますか。 12

・送迎時になかなかお話をすることができないため、日々の連絡帳で全体の活

動と一緒に、子どもの様子をもう少し詳しく記入いただけると助かります。

・えみでの生活が保育園での集団生活でしっかり役に立っています。

保

護

者

へ

の

説

明

等

・保護者さんに対して、事業所が大切にしている考え方をお伝え

しています。子どもたちの成長やステップアップは、保護者さん

の理解と協力なしには成立しないため、保護者さんの気持ちや考

え方を踏まえて一緒にサポートができるようにしていきます。

・事業所内ではスペースの関係で限られた人数しか対応ができな

いため、保護者の皆様の意見を参考にしながら、今後別の場所を

借りて親子参加や保護者同士の交流ができる内容を設けていきた

いと思います。

・相談や申し入れがあればいつでも遠慮なくお伝えください。で

きる限りお時間を確保して対応させていただきます。

・対面でのやりとりが難しければ、お電話やLINEでのやり取りも

対応させていただきます。

・言葉でのやり取りだけでなく、非言語コミュニケーションも使

いながら意思疎通を図れるようにしています。

・インスタグラムやSNSはもちろん、お子さんも一緒に見て楽し

めるように、紙の定期通信も検討しています。また、アプリを使

用しているため、定期的に様々な情報を発信できるようにしてい

きます。

・個人情報の取り扱いには十分に気を付けるようにしています。

会社や施設全体はもちろん、一人ひとりの職員が責任と意識を

もって個人情報の取り扱うように指導をしています。

・月に１回ほど、プログラムの中で避難訓練を行っています。現

在は震災時を対象にしていますが、火災や不審者を想定した訓練

も実施して行きます。

・安全計画は策定をし、事業所にファイルで備え付けてあります

が、保護者の皆様に周知ができていないため、今後事業所のホー

ムページに掲載をします。また連絡アプリを使用して全保護者に

安全計画の内容を周知していく予定です。

・小さな怪我でもできる限りその場で怪我の状態を写真に撮り、

LINEですぐに状況の説明をしています。それと合わせて、送迎時

にも改めてお伝えすることを徹底しています。

・事故や怪我を未然に防ぐことをなにより１番に意識した支援を

実施するよう職員への指導や働きかけに力を入れています。

・集団療育で社会性を身につける中で、注意をすることも時には

必要ですが、注意ではなく、子どもたちの気持ちと納得がいくま

で向き合うことも大切にしています。これからも子どもたちに安

心感や信頼感を持ってもらえるように丁寧な対応を心がけます。

満

足

度

非

常

時

等

の

対

応

・集団の中で社会性を身につけるために様々なプログラムを行っ

ていま す。子どもたちにとってはルールを守る＝自分の思うとお

りにならないことも多々あるかと思います。それでも職員はまず

「楽しんでほしい」という気持ちをもって子どもたちと関わって

います。お子さんが少しでも「楽しかった」といってもらえるこ

とが一番の励みです。

・いつも事業所を利用していただき、誠にありがとうございま

す。えみでは集団療育をベースに子どもたちが社会性を身に着け

ることを目的として日々活動をしています。これからも質の高い

支援ができるように職員一同頑張ってまいります。

・現在、現場の緊急時などの各種マニュアルを作成しています。

それをもとに事業所での緊急時のルール・対応を改めて保護者の

皆様にお伝えいたします。



きっずサポートえみ
公表日 　　　　2024年　　10月　　1日

チェック項目 はい いいえ 工夫している点 課題や改善すべき点

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 5

・建物の構造や床面積上、それぞれのスペースが限られており、利用定員までいくと手狭感があります。

学習机を壁に備え付けて収納できるようにしたり、机・椅子をすべて折り畳みにしたりと物を極力置かずに少しでも広い

スペースを確保しています。

・全面ガラスのため、中から見るとそこまで圧迫感はなく、開放感を感じることができるようにしています。

2
利用定員やこどもの状態等に対して、職員の配置数は適切である

か。
4 1

・職員数は多い

・送迎も同乗体制を考慮している

・質が高く手厚い支援や療育の提供および子どもたちの安全確保を最優先にしているため、スタッフの配置数は多めに設

定しており、引き続きこの体制を維持していきます。

3

生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっている

か。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化

や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。

5

・時間や流れのカードを使用している ・子どもの年齢や発達段階、障害特性に応じて見通しを立てやすいように流れボードやイラストを取り入れています

・子どもたち自身が自分の特性を理解し、必要な情報を得ていく力や誰かに聞く、助けを求める力を培っていくために不

親切な部分もありますが、配慮と子どもたちの持つ力のバランスを取りながら対応をしています。

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。ま

た、こども達の活動に合わせた空間となっているか。
3 2

・時々ゴミが多いのでしっかり掃除をしていきます

・虫が多いため、駆除などの対応が必要です

・朝と夕方の２回清掃を行っていますが、細かい部分までは取り掛かれていないため、5Sの意識を職員一人一人が持ち、

清潔な環境を維持できるようにします。

・普段の清掃とは別に定期的に大掃除を取り入れて細かな部分の清掃をします。

5
必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認めら

れる環境になっているか 。
3 2

・構造上、個別の部屋やクールダウンスペースはない ・建物の構造上、個別の部屋のスペースの確保が難しいが、できる限り場所に依存せずに子どもたちがクールダウンや気

持ちの切り替えができるようにパニックや癇癪時の向き合い方や声掛けを工夫しています。

6
業務改善を進めるための PDCA サイクル(目標設定と振り返り)に、

広く職員が参画しているか。
5

・毎月、上司と定期面談を行い、それぞれの職員の目標設定と進捗状況、振り返りを行っています。その中で支援や業務

の幅が広がるよう個々の職員のキャリア形成も行っています。

7
保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設け

ており、その内容を業務改善につなげているか。
5

・評価表の結果を全職員に周知しており、保護者の意向を把握してもらっています。職員からも意見を募っており、それ

をもとに環境、業務改善を行っています。

8
職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善に

つなげているか。 
5

・定期面談だけでなく、常時社内チャットで上司から気づきや今日の様子を聞いています。そこで職員の意見を把握して

います。

9
第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげている

か。
2 3

・外部との打ち合わせ時に好評いただけている ・現状、第三者による外部評価を行うだけの体制が整っていない。今後必要に応じて検討をしていきます。

10
職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で

研修を開催する機会が確保されているか。
5

・職員の経験に応じて、必要な外部研修の参加をお願いしています。また、事業に関わる研修については職員の受けたい

研修・セミナーも自由に受けることができる制度を取り入れています。

・法人内の研修については、制度上必要な研修をはじめ、法人理念の勉強会や管理職向けに研修を行っています。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか 。 5

・施設の支援プログラムについては作成を行い、職員に周知をした後、今年中に公開を行います。その際は改めて職員、

保護者の皆さんにお知らせをいたします。

12

個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者

のニーズや課題を客観的に分析した上で、児童発達支援計画を作成

しているか。

5

・個別支援計画の作成時に、全職員から該当児の課題やニーズをヒアリングしており、様々な視点をもとに個別支援計画

を作成する意識を高めています。保護者さんによってはなかなかお会いできない方もいらっしゃいますが、SNSや書面を

通して、定期的に要望やニーズをお伺いするようにしています。

13

児童発達支援計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけ

でなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最

善の利益を考慮した検討が行われているか。 

5

・支援計画を作るにあたって、会議を開催したうえで個々の職員の視点や意見を聞き、反映をしています。会議の開催が

難しい時も、支援計画案を作成し、それを全職員が回覧し、必要に応じて追加や訂正や気づきを記入してもらいそれをも

とに原本を作成しています。

14
児童発達支援計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われ

ているか。 
5

・職員によって計画の把握度合いにばらつきがあるため、今後支援計画の回覧して終わりにするだけでなく、日々の支援

の中で支援計画に基づく課題と目標設定を意識できるようにします。

15

こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマ

ルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルな

アセスメントを使用する等により確認しているか。

4 1

常時、社内チャットにて共有しています ・社内チャットにてその都度子どもたちの行動や様子、出来事を共有しています。それとは別に記録として記入し、全職

員が自由に回覧をできる状態にしています。

・職員によっては回覧をしないこともあるため、その都度声をかけるようにしていきます。

16

児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドラインの「児童発達支

援の提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支

援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえな

がら、こどもの支援に必要な項目が適切に設定され、その上で、具

体的な支援内容が設定されているか。

5

・移行支援及び地域支援について、該当しない児童が多いこと、またセルフプランの方も多く、地域の関係機関（保育園

等）との調整が保護者任せになってしまうため、設定が難しい面があります。今後、必要に応じて移行支援及び地域支援

に取り組んでいきます。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 5

・立案はその日の担当のスタッフがメインで行っているが、その中で他のスタッフがサブをにない、連携をとって活動プ

ログラムを行っている。プログラムによっては２人担当もあり、また立案したプログラムは、上司やリー ダーが確認を

とっており、最終的に様々な職員の視点も取り入れながら立案を行っています。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 5

・毎月テーマごとに活動プログラムの内容を変えており、同じプログラム内容を行うことはありません。同じテーマにな

りやすいもの（リズム遊びや公園遊び）も内容は前回と異なる内容を作るルールをとっています。
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19
こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児

童発達支援計画を作成し、支援が行われているか。
5

・子どもによって、主に作業療法士の職員を中心に専門的支援として個々の課題に応じて個別療育を行っています。

・事業所が集団療育をメインにしているため、あまり個別療育の機会がないですが、集団療育の中で、それぞれの子ども

の課題にスポットをあてて行うことで個別療育と変わらない支援を提供できるようにしています。

20

支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の

内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行ってい

るか。

5

・朝の打ち合わせで、必ずその日の利用児童やプログラムの内容、職員の役割を確認する時間を確保しています。打ち合

わせ以外にも児童がいない時間を使い、職員同士で声をかけながら業務の確認をしあう環境づくりや協調性持って取り組

む文化を形成するように、施設・法人で意識して取り組んでいます。

21
支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援

の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。
5

・送迎や片づけ等で当日の振り返りの時間を確保することが難しいため、翌日の朝の打ち合わせで「昨日のフィードバッ

ク」を設け、気づきや改善を行っています。

22
日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善に

つなげているか。
5

・紙媒体での記録はとっておらず、業務時間の確保や効率化のために、社内チャットにて支援の検証や出来事、事例や対

応方法の記録、共有を図っています。

・子どもたちの様子が普段と違うときには必ず社内チャットにて報告をし、また、こういう対応をしたという経過も合わ

せて上げており、結果的にそれが支援の検証・改善につながっています。

23
定期的にモニタリングを行い、児童発達支援計画の見直しの必要性

を判断し、適切な見直しを行っているか。
5

・個別支援計画の期間を6か月に設定しているため、最低6か月ごとに定期的な見直しを行っています。

24
障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議

に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。
5

・現状、サービス担当者会議などは施設長やリーダーなどの役職者が参画をしている。今後、子どもの状況への理解度に

応じて現場職員にも参加を促して行きます。

25
地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、

教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。
5

・子どもによって、保護者の意向や関係機関の体制にもよるところが大きいため、連携の度合いに差がある現状がありま

す。すべての子どもについて外部と連携して支援を行うことが望ましいため、できる限り必要性を伝えながら、外部に協

力してもらえるように働きかけを密にしていきます。

26

併行利用や移行に向けた支援を行うなど、インクルージョン推進の

観点から支援を行っているか。また、その際、保育所や認定こども

園、幼稚園、特別支援学校(幼稚部)等との間で、支援内容等の情報

共有と相互理解を図っているか。

3 2

・子どもによっては情報共有を行っています ・子どもによって程度の差が大きい現状があります。

・園の引き渡し時にできる限り子どもの様子や申し送りを伺うように意識しています。

・園の先生によっては、事業所でどういう支援をしているのか、こどもの施設での様子を聞かれることがあり、その時に

は丁寧に情報共有を行っているので、先生との関係性をしっかり築いていけるようにします。

27
就学時の移行の際には、小学校や特別支援学校(小学部)との間で、

支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。
3 2

・就学時に保護者の方と連携を取り、必要な子どもには

学校に事業所での様子などの情報を提供しています。

・今年は小学校に移行する子どもが多いため、保護者さんの了承のもと、学校に施設での子どもの様子やできているこ

と、課題となっている部分をお伝えしました。

（28～30は、センターのみ回答）

地域の他の児童発達支援センターや障害児通所支援事業所等と連携

を図り、地域全体の質の向上に資する取組等を行っているか。

29
質の向上を図るため、積極的に専門家や専門機関等から助言を受け

たり、職員を外部研修に参加させているか。

30
(自立支援)協議会こども部会や地域の子ども・子育て会議等へ積極

的に参加しているか。

（31は、事業所のみ回答）

地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要に応じてスー

パーバイズや助言等を受ける機会を設けているか 。

・現状、児童発達支援センターとの連携が少ない。児発の場合は発達支援センターも併用しているお子さんがいらっしゃ

るため、気軽に情報交換や情報共有や助言を受ける仕組みが欲しい。

32
保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、地域の中で他のこど

もと活動する機会があるか。
2 3

・日程、時間や立地の関係もあり、保育所等との交流を図ることが難しい部分がありますが、イベントや屋外活動の機会

を利用して地域や他の園の子どもとの交流を図っていきます。

33
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や

課題について共通理解を持っているか。
5

・送迎の引き渡し時や定期面談で１日の様子や子どもたちの状況をお伝えしています。それ以外にも必要に応じLINEやア

プリを使ってリアルタイムでやりとりを行うようにしています。

・仕事でなかなかお会いできない保護者さんに細かな共有ができておらず、また連絡帳も記入できるスペースが限られて

いるため、その部分をどうやってお伝えしていくかが課題です。

34

家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログ

ラム(ペアレント・トレーニング等)や家族等の参加できる研修の機

会や情報提供等を行っているか。

3 2

・事業所内ではスペースの関係で限られた人数しか対応ができないため、今後別の場所を借りて行うイベントにて親子参

加ができる内容を増やしていきたいと思います。

35
運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を

行っているか。
4 1

・契約時に説明を行っているが、わかりにくかったり、事務的になってしまっている部分があるため、口頭だけではな

く、わかりやすい表やテンプレートを新たに作り、合わせた説明をできるように改善をしていきます。

31 2 3
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36

児童発達支援計画を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊

重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家

族の意向を確認する機会を設けているか 。

4 1

・保護者の面談やフェイスシート、アセスメント、モニタリングを通して、今現在、保護者が抱える不安や悩み、子ども

たちの課題を中心に支援計画を作成しています。

・支援計画を作る段階で都合上、面談やヒアリングによるモニタリング・アセスメントができるタイミングがない時もあ

るので、対面以外で保護者の意向を把握、確認できる方法を確立させていきます。

37
「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者

から児童発達支援計画の同意を得ているか。
4 1

・送迎時に支援計画をお渡しすることが多いため、なかなか細かな支援計画の内容を説明できないときがあります。事務

的に説明して渡すだけのやり取りにならないように別紙で支援計画書の補足説明を記入してお渡しするなど工夫をしてい

きます。

38
定期的に、家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応

じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。
5

・現状、子育ての悩み等の相談支援は、施設長やリーダーなど役職者が行っており、子どもの人数との関係で時間の調整

が難しいため、特定の職員に依存せず、どの職員もしっかり対応、助言ができる体制を整えて定期的に面談の機会を増や

していきます。

39

父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等によ

り、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。ま

た、きょうだい同士で交流する機会を設ける等の支援をしている

か。

5

・事業所内ではスペースの関係で限られた人数しか対応ができないため、今後別の場所を借りて親子参加や保護者同士の

交流ができる内容を設けていきたいと思います。

40

こどもや保護者からの相談や申入れについて、対応の体制を整備す

るとともに、こどもや保護者に周知し、相談や申入れがあった場合

に迅速かつ適切に対応しているか。

5

・保護者からの相談はできる限り速やかに対応するようにしています。必要に応じて面談の機会を設けるなどして体制を

整備しています。

・保護者の相談に対して対応できる職員が限られているため、職員の相談援助スキルを高めていくことが今後の課題にな

ります。

41

定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することによ

り、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対

して発信しているか。

5

・インスタグラムやSNSはもちろん、お子さんも一緒に見て楽しめるように、紙の定期通信も検討しています。またアプ

リを使用しているため、定期的に様々な情報を今後発信できるようにしていきます。

42 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 5

・個人情報の取り扱いについて、書面が多いため、厳重に保管するスペースがだんだん少なくなっている。スペースの拡

大やデータ化して保管するなどの方法を進めていく。

43
障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮

をしているか。
5

・職員によっては、言葉のみに頼り、言葉を持たないお子さんに上手く伝わらないことがあります。言葉でのやり取りだ

けでなく、非言語コミュニケーションも使いながら意思疎通及び情報伝達ができるよう、職員のスキルアップを図ってい

きます。

44
事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を

図っているか。
1 4

・見たことがない ・事業所のスペースの関係もあり、地域住民を招待して行事を行うことが難しい部分があるが、逆に地域でイベントがあ

る場合は、事業所の子どもたちと一緒に参加をしており、地域の人に存在を知ってもらえるように働きかけをしていきま

す

45

事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感

染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するととも

に、発生を想定した訓練を実施しているか。

3 2

・各種マニュアルについて、現在作成を進めており、今後マニュアルに基づいた訓練を実施していきます。

46
業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備

え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。
5

・業務継続計画（BCP）は策定をし、事業所にファイルで備え付けてあります。BCPをもとに月に１回ほど、プログラム

の中で避難訓練を行っています。現在は震災時を対象にしていますが、火災や不審者を想定した訓練も実施して行きま

す。

47
事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認し

ているか。
5

・医師のものはない

・保護者さんの指示のもと実施をおこなっている

・契約時に、持病、服薬、てんかん発作の有無、アレルギーの有無については必ず確認を行っているとともに、フェイス

シートにも記入をお願いしています。

・また、利用後も服薬が始まった場合は必ず保護者に報告をお願いしています。

48
食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応

がされているか。
4 1

・アレルギーについては、保護者の確認のもと、適切な対応を行っています。

49
安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措

置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。
4 1

・安全計画は策定をし、事業所にファイルで備え付けてあります。職員によって把握の程度にばらつきがあるため、今後

定期的に安全計画の周知および必要な研修、訓練を実施します。また、安全管理業務をメインで担当する職員を配置する

予定です。

50
こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全

計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。
4 1

・安全計画の取り組み内容については、今後事業所のホームページに掲載をします。また連絡アプリを使用して全保護者

に安全計画の内容を周知していく予定です。

51
ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について

検討をしているか。
4 1

・紙ベースではない ・社内チャットにてその都度ヒヤリハット事例を共有する形をとっています。そのうち重要なものついては事例検討会を

開催し、検等する流れを取って行きます。

52
虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応を

しているか。
5

・年に数回、法人内で虐待防止及び身体拘束についての研修を実施しています。

53

どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に

決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、児

童発達支援計画に記載しているか。

4 1

・身体拘束については、組織内で決定を行っていますが、今まで身体拘束が必要な事例がなく、保護者への説明の機会が

ありませんでした。今後、身体拘束が必要な事例に備えて、改めて組織体制及び保護者への事前説明を行っていきます。
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